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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市長選挙・鶴岡市議会議員選挙 説明会
■問本所選挙管理委員会事務局☎内線641

■立候補予定者説明会

　任期満了による鶴岡市長選挙及び鶴岡市議会議員選
挙の立候補届出の手続きや、選挙運動の方法などにつ
いての説明会です。立候補を予定している方は必ず出
席してください（代理出席も可能です）。

▲

市議会議員選挙立候補予定者説明会…■日７月25日○火▲

市長選挙立候補予定者説明会…■日７月28日○金▲

共通　■時午後２時　■場市役所本所６階大会議室

■選挙公営制度説明会

　鶴岡市長選挙及び鶴岡市議会議員選挙における候補
者の選挙費用の一部が、申請によって公費負担となる
ことについての説明会です。立候補を予定している方
は出席してください（代理出席も可能です）。

▲

市議会議員選挙についての説明会…■日 8 月１日○火▲
市長選挙についての説明会…■日８月４日○金▲
共通　■時午後２時　■場市役所本所６階大会議室

鶴岡市職員採用試験【平成30年４月１日採用予定】

職員募集

■問本所職員課☎内線327

■募集職種・受験資格
▷土木（社会人経験者）…昭和53年４月２日以降
　に生まれ、技術士・技術士補または１級土木施工
　管理技士の資格を有し、民間企業の社員または公
　務員として設計業務、施工管理等の経験が５年以
　上ある方
▷建築（社会人経験者）…昭和53年４月２日以降
　に生まれ、１級または２級建築士の資格を有し、
　民間企業の社員または公務員として設計業務、施
　工管理等の経験が５年以上ある方
▷病院事務総合職（社会人経験者）…昭和53年４
　月２日以降に生まれ、診療情報管理士の資格を有
　し、病院等医療機関において医事事務（診療情報
　管理業務・診療報酬請求業務等）の経験が５年以
　上ある方
▷初級行政（高卒程度）…平成８年４月２日～12
　年４月１日に生まれた方（４年制大学を卒業した
　方及び卒業する見込みの方を除く）
▷消防士（高卒程度）…昭和63年４月２日～平成
　12年４月１日に生まれ、採用後、鶴岡市に居住
　することができ、普通自動車運転免許（ＡＴ車限
　定を除く）を有する方及び平成30年４月末まで
　に取得見込みの方
▷消防士（職務経験者）…昭和53年４月２日以降に
　生まれ、採用後、鶴岡市に居住することができ、山
　形県外で消防士としての職歴が３年以上ある現職
　の方

■試験日時
▷１次試験…９月17日○日 午前10時

▷２次試験…１次試験合格者を対象に10月下旬実
　施予定

■試験会場
▷土木・建築（社会人経験者）、初級行政…総合保健
　福祉センター「にこ♥ふる」（２次試験は市役所本
　所）
▷病院事務総合職（社会人経験者）…荘内病院（２
　次試験も同じ）
▷消防士…消防本部（２次試験も同じ）

■申込み受付
▷７月12日○水 ～８月10日○木 に、申込書を市役所本所
　職員課へ（郵送の場合は８月10日○木 までの消印
　有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課、荘内
　病院総務課及び消防本部総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記したA４判用の角形２号封筒。
　折り畳んでも構いません）、応募職種・連絡先を
　記入したメモを同封して、
　市役所本所職員課（〒997
　‐8601市内馬場町９‐25)
    へ
▷市HP「人事・職員採用」か
　らダウンロードすることも
　できます

選挙
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「タクト鶴岡・市民懇談会」 新文化会館について語り合おう！
文化会館

■問本所総務課☎内線316

　タクト鶴岡の建物本体が８月末
に完成し、来年 3 月にグランド
オープンを迎えます。
　あなたは、「タクト鶴岡」でど
んなことをしてみたいですか？ど
のようなサポートがあったらうれ
しいですか？どのような会館に育
ってほしいですか？
　鶴岡の芸術文化が集う拠点とし
て、また新たなにぎわいの広場と

しての「タクト鶴岡」について語
り合う、市民懇談会を開催します。
申込みは不要です。ぜひ、ご参加
ください。
■日７月15日○土 午前10時、午後６
時30分（各２時間）　
■場出羽庄内国際村　
■内①これまでの建設費等の説明　
②今後の活動計画の説明　③意見
交換（２回とも同じ内容です）　

辻調理師専門学校と食の教育研究に関する協定を締結しました
食文化創造都市

■問本所食文化創造都市推進課☎内線527

　本市は辻調理師専門学校と協働して食の教育研究
活動に取り組むため、５月22日○月 に「ガストロノ
ミー包括連携協定」を締結しました。
　これは、平成27年のミラノ国際博覧会に出展し
た際、同校グループのフランス校を訪問したことが

きっかけで、
連携して人材
育成事業に取
り組むことと
なったもので
す。
　今後、消費
地と生産地、

　　　　　　　　　　　　　　　　　食と観光と文

化といった視点で協働して教育研究活動を行うこと
で、地域の食文化を支える人材を育成し、地域にお
ける持続可能な食文化産業を推進します。

◆主な連携の内容

◇多様な「在来作物」の保存や伝承など、鶴岡特有
　の食文化を「学びのプログラム」として構築しま
　す
◇同校学生が本市に滞在し「学びのプログラム」を
　体感することで、鶴岡の食文化を学習する仕組み
　を構築します
◇世界中から「食文化」を学ぶ人たちが鶴岡に集ま
　 り、学習する「学びの拠点」となるための体制づ

くりを進めます

津波情報伝達訓練を実施します
防災訓練

■問本所防災安全課☎内線185

　

地震で津波が発生した場合に備え、津波情報伝達
訓練を実施します。訓練当日は、津波警報のサイレ
ンやアナウンス、市全域で携帯電話に緊急速報メー
ルが送信されますが、災害と間違えないよう注意し
てください。なお、この伝達訓練に合わせて、海岸
部の各地区で避難訓練を行う予定です。海岸部にお
住まいの方はご参加ください。
■日７月７日○金 午後２時　
■対象地域　市内沿岸地区

緊急速報メールの訓練配信

■受信対象者　NTTドコモ、KDDI（au）、ソフト
バンクの携帯電話・スマートフォンを持ち、配信時
間に市内にいる方　
■他鳴動で不都合がある場合は電源をオフにしてくだ
さい（マナーモードでも鳴動する場合があります）

　午後２時３分頃に携帯電話・スマートフォンが一
斉に鳴ります。実際の災害と間違えないようご注意
ください。

協定書調印後の対談の様子

■出席者　市長、副市長、教育長、
総務部・建設部・教育委員会の各
担当者（予定）
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健
康

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
運
動 

よ
い
歯
の
長
寿
賞
表
彰

　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
12
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
過
去

に
表
彰
を
受
け
た
方
を
除
く
）　

■
応
募
方

法　

７
月
19
日
○水
～
８
月
18
日
○金
に
市
内
各

歯
科
診
療
所
へ
（
そ
の
場
で
無
料
歯
科
健
診

を
行
い
ま
す
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
４
ま
た
は
市
内
各
歯
科
診
療
所

へ

福
祉

耳
・
手
足
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
5
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、

補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、

肢
体　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ民

生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
２
民
生
区
（
第
二
学
区
）
…
森
松
雄
二

（
苗
津
町
）　

▽
第
６
民
生
区
（
第
六
学
区
）

…
齋
藤
み
ゑ
（
大
塚
町
第
１
）、
齋
藤
千
代

子
（
大
塚
町
第
２
）　

▽
藤
島
地
区
（
藤
島

地
域
）
…
富
樫
峰
子
（
新
町
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

家
族
介
護
慰
労
金
を 

支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
認
定
４
ま
た
は
５
（
相
当
と
認
め

ら
れ
る
方
を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
１
年
間
利
用
し
て
い
な
い
寝
た
き
り
高

齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方　

■

支
給
額　

10
万
円　

■持
印
鑑
、
介
護
者
名
義

の
市
内
金
融
機
関
預
金
通
帳　

■申
７
月
３
日

○月
～
31
日
○月
に
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

平
成
29
年
度
の
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
は
、

平
成
28
年
中
の
本
人
の
所
得
と
家
族
の
市
民

税
課
税
状
況
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
介
護
保

険
料
（
年
額
）
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

保
険
料
の
決
定
方
法
等
は
同
通
知
書
に
記
載

し
て
い
ま
す
。

　

同
封
の
「
介
護
保
険
料
の
あ
ら
ま
し
」
と

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
14
日
○金　

■対
65
歳
以
上
の

方　

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
・
６
・
８
・
10
・

12
月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き

ま
す
（
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
へ
の
切
替

え
は
で
き
ま
せ
ん
）　

▽
普
通
徴
収
（
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴
収
以
外
の

方
は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は
年
８

回
（
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す　

■問

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

昨
年
度
該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、
今
年

８
月
１
日
以
降
に
対
象
要
件
を
満
た
せ
ば
、

確
認
証
、
認
定
証
の
交
付
対
象
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が　

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の

介
護
保
険
負
担
割

合
証
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
○月
で

す
。
８
月
１
日
○火

か
ら
使
用
す
る
負

担
割
合
証
は
７
月

末
ま
で
に
お
送
り

し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
負
担
割
合
証
は
、

破
棄
す
る
か
、
本
所
長
寿
介
護
課
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
及
び
後
期

高
齢
者
の
自
己
負
担
割
合
は
、
毎
年
見
直
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
の
所
得
が
一

定
以
上
あ
る
方
の
自
己
負
担
割
合
は
３
割
で
、

申
請
に
よ
っ
て
１
割
ま
た
は
２
割
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
割
負
担
の
方
に
基
準
収
入

額
適
用
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

同
封
し
た
説
明
書
に
記
載
の
基
準
額
を
下
回

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
７
月
14
日
○金
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
課
税
資
料
で
明
ら
か
に
基
準
額

を
超
え
る
と
判
断
さ
れ
る
方
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○月
で
す
。
８
月
１
日
○火
か
ら

使
用
す
る
受
給
者
証
は
７
月
末
ま
で
に
お
送

り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
受
給
者
証
は
、

破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
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世
帯
…
16
万
７
、
４
０
０
円+

（
医
療
費-

55
万
８
、
０
０
０
円
）
×
１
％　

▽
所
得
が

２
１
０
万
円
を
超
え
、
６
０
０
万
円
以
下
の

世
帯
…
８
万
１
０
０
円+

（
医
療
費-

26
万

７
、
０
０
０
円
）
×
１
％　

▽
所
得
が
２
１

０
万
円
以
下
の
世
帯
…
５
万
７
、
６
０
０
円　

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯
…
３
万
５
、
４
０
０

円　

■
入
院
時
の
食
事
代　

１
食
３
６
０
円

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
２
１
０
円
。

入
院
91
日
以
降
は
申
請
の
翌
月
か
ら
１
６
０

円
）

▼
70
歳
以
上
の
方　

■対
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
等
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

■
自

己
負
担
限
度
額
（
月
額
）　

▽
入
院
時
…
２

万
４
、
６
０
０
円
（
無
所
得
世
帯
等
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
方
は
１
万
５
、０
０
０
円
）　

▽
外
来
時
…
８
、
０
０
０
円　

■
入
院
時
の

食
事
代　

１
食
２
１
０
円
（
入
院
91
日
以
降

は
申
請
の
翌
月
か
ら
１
６
０
円
。
無
所
得
世

帯
等
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
初
日
か

ら
１
０
０
円
）。
療
養
病
床
に
入
院
す
る
場

合
は
異
な
り
ま
す

▼
共
通　

■持
保
険
証
、
印
鑑
、
世
帯
主
及
び

申
請
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
、
手
続
き
に
来
庁
さ
れ
る
方

の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）　

▽

次
は
該
当
す
る
方
の
み
…
国
保
高
齢
受
給
者

証
、
過
去
12
か
月
以
内
の
入
院
日
数
が
90
日

を
超
え
る
場
合
は
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類

（
領
収
書
等
）、
今
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市

に
住
民
登
録
が
な
か
っ
た
方
は
所
得
を
証
明

す
る
書
類　

■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１

６
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
、
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払

っ
た
分
の
医
療
費
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て

い
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
70
歳
以
上
の
方
に
交
付
し
て
い
ま

す
。
70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
（
１
日
生

ま
れ
の
方
は
誕
生
月
か
ら
）
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
た
に
該
当
す
る
方
に
は
、
該
当

月
の
前
月
末
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○月
で
す
。
８
月
１

日
○火
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、

平
成
28
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
た

確
定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

▼
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）　

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

上
の
方
で
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
な
い
方
は
、
原
則
、
年
金
支
給

月
（
４
・
６
・
８
・
10
・
12
月
、来
年
２
月
）

に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
へ
の
変
更
可
（
市
役
所
へ
の
申
出

書
の
提
出
が
必
要
）　

▽
普
通
徴
収
（
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
）　

年
金
受
給
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
方
で
、
介
護
保
険
料
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
普
通
徴
収
で
す
。

納
期
は
年
８
回（
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す

▼
年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し

た
方　

加
入
月
か
ら
月
割
り
で
保
険
料
が
発

生
し
ま
す
。
加
入
月
に
よ
っ
て
期
割
の
計
算
、

納
付
方
法
等
が
異
な
る
の
で
、
保
険
料
額
決

定
通
知
書（
加
入
月
の
翌
々
月
中
旬
に
送
付
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
計
算
の
仕
方　

保
険
料
は
、
加

入
者
の
所
得
状
況
、
世
帯
構
成
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
、
皆
さ
ん
か
ら
平
等
に
負
担
し

て
も
ら
う
均
等
割
額
と
、
所
得
に
応
じ
て
負

担
し
て
も
ら
う
所
得
割
額
を
合
わ
せ
て
計
算

し
ま
す
。
今
年
度
の
均
等
割
額
は
１
人
年
額

４
万
１
、
７
０
０
円
、
所
得
割
率
は
８
・
５

８
％
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

医
療
費
一
部
負
担
金
の
限
度
額
適

用
及
び
食
事
代
の
減
額
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

申
請
に
よ
っ
て
医
療
費
と
食
事
代
が
次
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
。
現
在
入
院
中
の
方
や
医

療
費
が
高
額
に
な
る
予
定
の
方
等
、
認
定
証

が
必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
認
定

証
は
申
請
月
の
初
日
か
ら
適
用
）。

▼
70
歳
未
満
の
方　

■
自
己
負
担
限
度
額

（
月
額
）　

▽
所
得
が
９
０
１
万
円
を
超
え
る

世
帯
…
25
万
２
、
６
０
０
円
＋
（
医
療
費-

84
万
２
、
０
０
０
円
）
×
１
％　

▽
所
得
が

６
０
０
万
円
を
超
え
、
９
０
１
万
円
以
下
の

給
付
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
診
療
月
か
ら

２
・
３
か
月
後
に
ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○月
で
す
。
引
き
続
き
認
定
証

が
必
要
な
場
合
、
次
の
方
は
昨
年
度
ま
で
更

新
手
続
き
が
必
要
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

は
不
要
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
同
一

世
帯
内
に
未
申
告
者
が
い
な
い
方　

該
当
す

る
方
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
、
７
月
末
ま

で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
一

緒
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、現
在
の
負
担
区
分
が
「
区
分
Ⅱ
」

で
長
期
入
院（
１
年
間
で
91
日
以
上
の
入
院
）

に
該
当
し
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。
６
月
下
旬
に
申
請
書
類
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
受
給
期
間
の
短
縮
に
よ
る
年
金

請
求
手
続
き
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の
に
必
要
な

期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
が
、「
25
年
」
か

ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
日
本
年
金

機
構
で
は
、
対
象
と
な
る
方
に
黄
色
の
封

筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
開
始
は
、
８
月
１
日
○火
で
す
（
最
も

早
い
年
金
の
支
給
は
10
月
）。

　

ま
だ
、
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
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１
６
５
に
電
話
し
、
予
約
の
上
、
年
金
事
務

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

20
歳
前
障
害
や
福
祉
年
金
移
行
の
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
所
得
状
況
届
」「
障

害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）」「
現
況
届
」｢

生

計
維
持
確
認
届｣

を
送
付
し
ま
す
。
７
月
31

日
○月
ま
で
に
本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
受
給
に
支
障

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
所
得
状
況
届　

毎
年
提
出
が
必
要
な
も
の

で
す
（
現
況
届
の
提
出
が
不
要
な
方
も
、
所

得
状
況
届
の
提
出
は
必
要
）。
一
定
額
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
年
金
の
一
部
ま
た
は

全
額
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

▼
障
害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）　

引
き
続

き
障
害
等
級
に
該
当
す
る
か
を
確
認
す
る
た

め
に
提
出
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
や
心
電
図
の
提
出
が
必
要
な

方
は
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
況
届　

引
き
続
き
年
金
を
受
給
す
る
資

格
が
あ
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
提
出

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
日
本
年

金
機
構
に
住
民
票
コ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
申
し
出
た
方
は
、
現
況
届
の
提
出
は

原
則
不
要
で
す
。

▼
生
計
維
持
確
認
届　

加
算
額
対
象
者
の
い

る
方
が
加
算
額
を
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め

に
、
生
計
維
持
関
係
の
証
明
を
し
て
も
ら
う

も
の
で
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
、

所
得
、
資
産
等
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
同
封
の
「
国
民
健
康
保
険
税
の

し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
14
日
○金　

■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方

は
、
年
金
支
給
月
（
４
・
６
・
８
・
10
・
12

月
、
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま

す　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
…
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は
年
９

回
（
７
月
～
来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す　

■問

本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
５

市
税
等
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た 

動
産
・
不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
（
動
産
）　

■
公

売
方
法　

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
（
競
り
売
り
）　

■
参
加
申
込
み　

7
月
６
日
○木
午
後
１
時
～

24
日
○月
午
後
11
時　

■
公
売
日
時　

7
月
31

日
○月
午
後
１
時
～
８
月
２
日
○水
午
後
11
時　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
2

▼
通
常
の
公
売
（
不
動
産
）　

■日
７
月
19
日

○水　

■時
受
付
…
午
前
８
時
50
分
、
入
札
…
９

時
30
分　

■場
本
所
６
階
大
会
議
室　

■問
本
所

納
税
課
☎
内
線
２
５
１

▼
共
通　

■他
市
HP

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■対
小
学
生　

■内
税
金
全
般
、
納
税

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文　

■対
中
学
生　

■内
税
に
関
す
る
内
容

で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０
０

字
以
内
）

▼
共
通　

■申
８
月
30
日
○水
ま
で
本
所
納
税
課

☎
内
線
２
１
９
へ　

■他
入
賞
者
に
賞
状
と
副

賞
を
進
呈

生
活

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
石
田
幸　

▽
地
主
幸
平　

▽
庄
司
敏
明　

▽
鈴
木
元
女　

▽
榎
本
玲
子　

▽
金
内
淳　

▽
加
藤
勝　

▽
大
川
慶
輝　

▽
石
川
正
廣　

▽
奥
泉
修
子　

▽
五
十
嵐
信
樹　

▽
叶
野
勉　

▽
成
澤
礼
子　

▽
島
津
玄
眞　

▽
小
南
孝
子　

▽
手
塚
柳
治　

▽
村
田
仁
美　

▽
宅
井
洋
子

▽
清
和
忠
志　

▽
平
藤
博
巳　

▽
長
南
征
子　

▽
帯
刀
春
男　

▽
宮
崎
清
男　

▽
本
間
晴
美　

▽
齋
藤
俊
美　

▽
五
十
嵐
英
司　

▽
五
十
嵐

要
一

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

階
数
・
間
取
り

戸
数

岡鶴
城
南
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
３

美
原
住
宅

１
階
・
１
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
L
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

大
西
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

藤島
ふ
じ
な
み
住

宅

平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

９
月
中
旬
以
降　

■申
７
月
３

日
○月
～
20
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
藤
島
・
温
海
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

そ
の
他

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る 

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
理
解
を

　

７
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防
除

作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
作
業
中
の
ヘ
リ
コ
プ
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営
等
多
く
の
事
業
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
会
計
決
算

▼
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
実
績　

平
成
23

年
３
月
12
日
か
ら
29
年
３
月
31
日
現
在
ま
で
、

タ
ー
に
は
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
早
朝
や
夕
方
を
中
心
に
作
業
を
行
い

ま
す
の
で
、
作
業
音
等
へ
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
の
身
近
な
風
物
詩

の
お
も
ち
ゃ
花
火
。
し

か
し
、
お
も
ち
ゃ
と
は

い
え
原
料
は
火
薬
で
す
。

安
全
に
楽
し
む
た
め
、

注
意
書
や
使
用
法
を
よ

く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い　

▽
風
の

強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に

遊
ぶ　

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た

く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
た
り
な
い　

▽

花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い　

▽

服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

平
成
28
年
度 

日
本
赤
十
字
社

鶴
岡
市
地
区 

決
算
・
活
動
報
告

　

多
額
の
社
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
社
費
収
納
会
計　

■
社
費
合
計　

２
、
４

３
４
万
２
、
５
５
１
円　

■
社
員
数　

個

人
…
３
万
８
７
４
人　

法
人
…
５
９
５
件

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
社
費
は
全
額
を
日
本

赤
十
字
社
山
形
県
支
部
に
送
金
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
救
護
施
設
の
運

本
市
に
は
１
億
１
、
０
２
０
万
円
の
義
援
金

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ち
８
、
７

０
４
万
円
は
県
支
部
を
通
じ
て
被
災
者
支
援

の
た
め
に
送
金
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
義
援
金
の
募
集
は
現
在
も
続
け
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

地
域
ご
と
に
開
催
し
ま
す　
　
　
　

成
人
式
の
ご
案
内

　

８
月
に
開
催
す
る
成
人
式
の
案
内
は
、
７

月
中
旬
ま
で
に
対
象
者
（
平
成
８
年
４
月
２

日
～
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
各
地
域
の
中

学
校
卒
業
生
・
現
在
住
者
）
に
送
付
し
ま
す
。

▼
藤
島　

■日
８
月
12
日
○土
午
前
11
時　

■場
藤

島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■問
藤
島
庁
舎

総
務
企
画
課
☎
64
‐
５
８
１
３

▼
朝
日　

■日
８
月
14
日
○月
午
前
９
時
30
分

■場
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■問

朝
日
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
53
‐
２
１
１
１

▼
櫛
引　

■日
８
月
14
日
○月
午
後
１
時
30
分

■場
・
■問
櫛
引
公
民
館
☎
57
‐
５
６
７
０

▼
羽
黒　

■日
８
月
15
日
○火
午
後
１
時　

■場
羽

黒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■問
羽
黒
庁
舎

総
務
企
画
課
☎
62
‐
２
１
１
１

▼
温
海　

■日
８
月
15
日
○火
午
後
３
時　

■場
温

海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
温
海
庁
舎
総
務

企
画
課
☎
43
‐
２
１
１
１

　

な
お
、
平
成
30
年
か
ら
は
全
市
統
一
で
開

催
し
ま
す
。

▼
平
成
30
年
鶴
岡
市
成
人
式　

■日
来
年
１
月

７
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
文
化
会
館
（
タ

ク
ト
鶴
岡
）　

■対
平
成
９
年
４
月
２
日
～
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■問
社
会
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６　

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
強

調
月
間
で
す
。
全
国
一
斉
に
街
頭
広
報
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
全
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
、
子
供
が
健
や
か
に
育
つ
地
域
社

会
の
実
現
は
全
て
の
人
の
願
い
で
す
。
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〟 

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
緩
み
等
か
ら
、
交
通
事
故
や
青
少

年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民

総
ぐ
る
み
で
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

７
月
21
日
○金
～
８
月
20
日
○日

■
運
動
の
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と

い
じ
め
・
非
行
及
び
犯
罪
被
害
防
止　

▽
子

供
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
・
飲
酒
運

転
の
撲
滅　

▽
海
・

山
・
川
で
の
事
故
防

止　

▽
身
近
な
犯
罪

等
の
防
止　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
内
線

１
６
３

鶴岡市地区会計

歳 入
516万8,510円

鶴岡市地区会計

歳 出
516万8,510円

運営協議会費
11万9,733円

災害救護費
17万6,973円

災害等資金積立金
41万2,979円

各種助成金
62万円

社員募集管理事務費
93万4,252円

人件費
79万7,430円

協力団体交付金等
201万7,143円

海浜救護所関係費
9万円県支部支出金

30万円

県支部交付金
486万8,510円


